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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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　定款第14条に基づき定時総会を次のとおり開催いたします。しかしながら新型コロナウイルスの感染拡大
防止のため、役員等最小限の人数により､感染防止対策を講じたうえでの開催とさせていただきます。会員
の皆様には所属支部の支部長などの本会役員（会長、副会長、理事、監事）に議決権行使の権限を委任して
いただきますようお願いします。

　前号にて送付した委任状を未だ提出されていない先生におかれましては、速やかにご返
送くださるよう、お願い申し上げます。

公益社団法人埼玉県獣医師会第72回定時総会
並びに　埼玉県獣医師連盟総会開催

公益社団法人埼玉県獣医師会第72回定時総会開催
₁．日時　令和₂年₆月₄日（木）
　　　　　午後₂時00分（受付 午後₁時から）
₂．場所　さいたま市大宮区「清水園」
₃．議事
　報告事項
　令和₂年度事業計画および収支予算に関する件
　決議事項
　第₁号議案　�令和元年度事業報告の承認に関す

る件

　第₂号議案　令和元年度決算の承認に関する件
　第₃号議案　�令和₂年度会費（負担金）および

入会金（案）に関する件
　第₄号議案　�令和₂年度一時借入金の最高限度

額および借入・預入先金融機関の
決定に関する件

　第₅号議案　令和₂年度役員報酬に関する件
　第₆号議案　役員の補欠選任に関する件
　付帯決議

註：‌�例年開催しております、総会終了後の懇親会につきましては、新型コロナウイルスの感染拡大防止のた
め、今年度に限り開催中止とさせていただきます。

定時総会再通知

埼玉県獣医師連盟総会開催
　前記の埼玉県獣医師会第72回定時総会開催に先立ち、令和₂年₆月₄日（木）午後₁時20分から、埼玉県
獣医師会総会会場（さいたま市大宮区「清水園」）において開催します。
　こちらも新型コロナウイルス感染拡大防止のため、役員等最小限の人数での開催とさせていただきます。

₁．日時
　　令和₂年₆月₄日（木）
　　午後₁時20分（受付　午後₁時から）
₂．場所
　　さいたま市大宮区「清水園」

₃．議事
　第₁号議案　�令和元年事業報告および収支決算

の承認に関する件
　第₂号議案　�令和₂年事業計画および会費徴収

（案）に関する件
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令和₂年度関東・東京合同地区獣医師大会（栃木）、
獣医学術関東・東京地区学会の₁年延期について

　関東地区獣医師会連合会大住敬会長（栃木県獣医師会長）から連絡があり、令和₂年₉月₆日（日）に開

催を予定していた標記大会、学会については、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、₁年延期をして、

令和₃年₉月12日（日）に栃木県総合文化センターにおいて開催されることになりましたので、おしらせし

ます。

令和₂年度日本獣医師会獣医学術学会年次大会及び
獣医学術地区学会・地区獣医師大会の開催中止について

　日本獣医師会から以下のとおり通知があり、令和₃年₁月22日（金）から24日（日）に、神戸市の神戸国

際会議場・神戸国際展示場で開催を予定していた獣医学術学会年次大会の開催中止を決定するとともに、獣

医学術地区学会及び地区獣医師大会についても開催担当地方獣医師会の了承を得て開催を中止することにな

りました。

₂日獣発第16号
令和₂年5月18日

地方獣医師会会長　各位
公益社団法人　日本獣医師会
会長　蔵　内　勇　夫　　　
（契印及び公印の押印は省略）

令和₂年度 日本獣医師会獣医学術学会年次大会及び獣医学術地区学会・
地区獣医師大会の開催中止について

　平素から本会事業につきましては、ご理解とご協力をいただき厚く御礼を申し上げます。
　さて、我が国における新型コロナウイルス感染症の急激な拡大に伴い、全土に「緊急事態宣言」が発
出され、密閉・密集・密接した場所における集会の開催や、他都道府県への移動を含む、不要不急の外
出自粛の措置が講じられたものの、未だその収束が見えない状況にあります。また、夏季に向かい一時
的に収束したとしても来冬には再びある程度の流行が予見されるとの専門家の意見等もあり、アフリカ
等の開発途上国における流行の継続等を考慮すると、屋内において開催する大規模なイベントは、今後
も自粛を継続する必要があると考えられます。
　本会ではこのような状況に鑑み、令和₂年₄月20日（月）開催の業務運営幹部会において、本会主催
の令和₂年度獣医学術学会年次大会とともに、獣医学術地区学会及び地区獣医師大会についても開催担
当地方獣医師会の了承を得て開催を中止することといたしましたので、ご承知いただきますようよろし
くお願い申し上げます。
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監　査
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和₂年₄月27日付けで各監事あてに関係資料を送付し、令和
元年度の会計、財産及び会務の執行状況に関する在宅での監査を実施した。

第₁回獣医事調査委員会
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和₂年₅月11日付けで各委員あての書面により次の事項を協
議した。
協議事項
　新入会員の審査について
　入会申込書が提出されている開業支部₂名、衛生支部₁名、団体支部₁名の入会について審査し、全て適
正と認め、理事会に付議することとなった。

第₁回総務委員会
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和2年5月13日付けで各委員あての書面により次の事項を協議
した。
₁　協議事項
　　⑴　令和元年度事業報告並びに収支決算について
　　　　令和元年度の会務運営や各種事業の実績並びに収支決算について承認された。
　　⑵　第72回定時総会の運営について
　　　�　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、必要最小限の人数で感染拡大防止対策を講じたうえで開

催し、来賓の招待、祝寿表彰、新入会員歓迎セレモニー、懇親会は行わないこと。それに伴い例年実
施している総務委員を中心とした会員の応援による総会運営体制は実施しないことが承認された。

第₁回理事会
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、会議を開催することなく、令和₂年₅月19日付けで各理事あて
の書面により次の事項を協議し、全ての理事の同意が得られ、全ての監事の異議がないことが確認されたた
め、理事会の決議があったものとみなされた。
₁　決議事項
　　第₁号議案　第72回定時総会の開催及び提出議案に関する件
　　　　　　　　�新型コロナウイルス感染拡大防止のため、必要最小限の人数で感染拡大防止対策を講じた

うえで開催し、来賓の招待、祝寿表彰、新入会員歓迎セレモニー、懇親会は行わないこと。
　　第₂号議案　令和元年度事業報告の承認に関する件
　　　　　　　　令和元年度事業報告を承認し、定時総会に提出すること。
　　第₃号議案　令和元年度決算の承認に関する件
　　　　　　　　令和元年度決算を承認し、定時総会に提出すること。
　　第₄号議案　令和₂年度祝寿表彰及び功労会員の承認に関する件
　　　　　　　　�祝寿表彰（米寿₃名、喜寿₅名、古希10名）並びに各支部長から推薦された功労会員₉名

を承認すること。
₂　協議事項
　　第72回定時総会の運営について
　　�新型コロナウイルス感染拡大防止のため、必要最小限の人数で感染拡大防止対策を講じたうえで開催し、
来賓の招待、祝寿表彰、新入会員歓迎セレモニー、懇親会は行わないこと。それに伴い例年実施してい
る総務委員を中心とした会員の応援による総会運営体制は実施しないこと。

会 務 報 告
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お 知 ら せ

※別添省略

畜安第₁₀₇－₃号
令和₂年₄月22日

公益社団法人 埼玉県獣医師会
　会長　髙橋　三男　様

埼玉県農林部畜産安全課長
野澤　裕子（公印省略）　　

アフリカ豚熱、口蹄疫等の防疫対策の徹底について（通知）

　日頃から家畜衛生行政の推進につきまして、御協力いただき感謝申し上げます。
　アフリカ豚熱、口蹄疫等については、特に総合的に発生の予防及びまん延防止のための措置を講ずる
必要があるものとして、畜産関係者に飼養衛生管理の確認、指示並びに万が一の発生時のまん延防止対
策の徹底等をお願いしてきたところです。
　一方、中国を始めとするアジアやロシア等、日本の周辺国でこれら家畜伝染病の発生が継続して確認
されており、依然として我が国への侵入リスクが高い状況です。
　昨年発生が確認された新型コロナウイルス（COVID-19）の人への感染が世界的に拡大し、各国で海
外渡航の自粛等を実施したことにより、人・モノの移動が減少している状況ではありますが、引き続き、
家畜伝染病の病原体の侵入防止のため、飼養衛生管理基準の徹底等により、発生予防対策に万全を期す
ことが不可欠です。
　ついては、別添令和₂年₄月22日付け₂消安第424号（農林水産省消費・安全局長通知）を踏まえ、
家畜を飼養する貴会会員においても飼養衛生管理基準を遵守するとともに、防疫対策の徹底をお願いい
たします。

記
₁　畜産関係者等の海外渡航の自粛等の指導の徹底
　　　家畜関係者等は、アフリカ豚熱や口蹄疫等の発生地域への渡航を自粛してください。
₂　消毒及び衛生管理区域への病原体の持込みの防止の再徹底等
　　⑴　�衛生管理区域や畜舎に必要のない人を立ち入らせず、また、不要な物を持ち込ませないでくだ

さい。
　　⑵　�衛生管理区域に人（農場従業員を含む）が立ち入る場合や物が持ち込まれる場合、手指の消毒、

専用の長靴の着用等必要な措置を実施してください。
　　⑶　野生動物の侵入防止対策として、適切な防護柵、防鳥ネット等を設置してください。
₃　早期発見・早期通報の徹底について
　　�　家畜の管理等を行う方は、家畜伝染病を疑う家畜を発見したときは管轄の家畜保健衛生所に通報
してください。また、早期発見・早期通報できるよう、飼養家畜の健康観察は念入りに行ってくだ
さい。
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畜安第91－₃号
令和₂年₄月28日

公益社団法人　埼玉県獣医師会
　会長　髙橋　三男　様

埼玉県農林部畜産安全課　　　
課長　野澤　裕子（公印省略）　

家畜伝染病予防法の改正に伴う飼養衛生管理基準の遵守に係る是正措置の拡
充及び飼養衛生管理基準の改正を踏まえた遵守指導の徹底について（通知）

　日頃より家畜衛生の推進に御協力いただき、感謝申し上げます。
　さて、飼養衛生管理基準（豚、いのしし）を含む家畜伝染病予防法施行規則の一部を改正する省令（令
和₂年農林水産省令第14号）及び家畜伝染病予防法の一部を改正する法律（令和₂年法律第16号）につ
いては、それぞれ令和₂年₃月₉日及び₄月₃日に交付されたところです。
　今回、標記について、令和₂年₄月17日付け₂消安第324号農林水産省消費・安全局長通知がありま
した。
　ついては、会員の皆様に周知していただくとともに、拡充された新たな飼養衛生管理基準及び改正後
の飼養衛生管理基準の遵守のための指導に御理解・御協力賜りますよう、お願い申し上げます。

畜安第92－₃号
令和₂年₄月28日

公益社団法人　埼玉県獣医師会
　会長　髙橋　三男　様

埼玉県農林部畜産安全課　　　
課長　野澤　裕子（公印省略）　

飼養衛生管理基準遵守指導の手引き及び飼養衛生管理基準遵守状況チェック
表の改訂について（通知）

　日頃より家畜衛生の推進に御協力いただき、感謝申し上げます。
　さて、豚及びいのししの飼養農場における飼養衛生管理基準の遵守指導については、飼養衛生管理基
準（豚、いのしし）を含む家畜伝染病予防法施行規則の一部を改正する省令（令和２年農林水産省令第
14号）及び家畜伝染病予防法の一部を改正する法律（令和２年法律第16号）が、それぞれ令和２年３月
９日及び４月３日に交付されたことに伴い、同年４月17日付け畜安第91号で通知させていただいたとこ
ろです。
　今般、令和２年４月17日付け２消安第325号農林水産省消費・安全局長通知により、別添のとおり「飼
養衛生管理基準遵守指導の手引き」及び「飼養衛生管理基準遵守状況チェック表」を改訂した旨の通知
がありましたので、会員の皆様に周知していただくとともに、今後とも本県の家畜衛生の推進に御理解・
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御協力賜りますよう、お願い申し上げます。
　なお、本通知をもって、「豚コレラ、アフリカ豚コレラ及び鳥インフルエンザにかかる飼養衛生管理
基準の再徹底について（平成30年12月20日付け30消安第4654号）」は廃止されます。

※別添省略

畜安第125－２号
令和₂年５月15日

公益社団法人 埼玉県獣医師会
　会長　髙橋　三男　様

埼玉県農林部畜産安全課　　　
課長　野澤　裕子（公印省略）　

獣医療法施行規則及び告示の一部改正について（通知）

　獣医事行政の推進については、日頃から格別の御理解・御協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、標記について、別添のとおり令和２年４月22日付け元消安第6098号により農林水産省消費・安
全局長通知がありましたので、会員の皆様への周知方よろしくお願い申し上げます。なお、改正の概要
は下記のとおりです。

記

１　改正趣旨
　�　国際放射線防護委員会の2011年勧告に基づく放射線審議会の意見具申を踏まえた放射線障害の防止
の基準等の改正

２　改正の内容
　⑴　放射線診療従事者等の眼の水晶体の線量限度等の変更（規則第13条関係）
　　ア　令和３年４月１日以後５年毎に区分した各期間の上限値を100ミリシーベルトとする規定を追加
　　イ　４月１日を始期とする１年間の上限値を150ミリシーベルトから50ミリシーベルトに厳格化
　⑵　眼の水晶体の線量の５年間の合計線量の記録及びその保存に係る規定の追加（規則第15条関係）
　⑶�　眼の水晶体の等価線量を算定するための測定方法の規定の変更（規則第14条関係及び告示第３条
関係）

　⑷　その他
　　�　原子力規制庁所管法の「放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律」（昭和32年法
律第167号）改正に伴う形式的改正等

※別添省略
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令和₂年₅月₁日
地方獣医師会事務局　御中

　環境省動物愛護管理室より通知がございましたので、お送りいたします。

　このたびの通知は、動物の愛護及び管理に関する法律の一部を改正する法律（令和元年法律第39号）
の施行に向けて、動物の愛護及び管理に関する施策を総合的に推進するための基本的な指針の改正につ
いて、令和2年4月環境省告示第53号として告示され、令和₂年₆月₁日から適用されることとなった旨
の周知を依頼されたものです。
　併せまして本改正に関する概要が掲載されているURLを添付いたします。
　<http://www.env.go.jp/press/107999.html>
　つきましては、貴会会員に周知方よろしくお願いいたします。

� 公益社団法人　日本獣医師会
記

件名：動物の愛護及び管理に関する施策を総合的に推進するための基本的な指針の改正について（通知）

環境省報道発表資料
令和₂年₄月30日 

「動物の愛護及び管理に関する施策を総合的に推進するための基本的な
指針」の改正（告示）について

　動物の愛護及び管理に関する施策を総合的に推進するための基本的な指針を改正し、本日公布したの
でお知らせいたします。

₁．背景
　令和元年₆月19日に公布された「動物の愛護及び管理に関する法律等の一部を改正する法律」（令和
元年法律39号。以下「改正法」という。）については、令和₂年₆月₁日から施行されます。施行に向け、
改正法の趣旨を踏まえた同法の円滑な運用と動物の愛護及び管理のより一層の推進を図るため、中央環
境審議会動物愛護部会の審議に基づく、「動物の愛護及び管理に関する法律等の一部を改正する法律の
施行等の在り方について（令和₂年₃月26日第₂次答申。『動物の愛護及び管理に関する施策を総合的
に推進するための基本的な指針』の改正に係るもの。）」を受け、動物の愛護及び管理に関する施策を総
合的に推進するための基本的な指針（平成18年環境省告示第140号）について、所要の改正をしたもの
です。

₂．施行期日
　令和₂年₆月₁日
　動物の愛護及び管理に関する法律等の一部を改正する法律の施行の日）
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₃．改正の概要
　別添「動物の愛護及び管理に関する施策を総合的に推進するための基本的な指針の改正について」を
御参照ください。

※　別添については　http://www.env.go.jp/press/107999.html　を参照してください。

令和₂年₅月₇日
地方獣医師会事務局　御中

　本年度の狂犬病予防注射の実施に関し、本日、厚生労働省健康局結核感染症課から各自治体狂犬病予
防業務担当課宛てに以下の内容をメール送信した旨連絡がありましたのでお知らせいたします。
　引き続き、各地域での予防注射対応に変化などございましたらお知らせいただければ幸いです。
� 日本獣医師会事務局

【情報提供】狂犬病予防法に基づく狂犬病の予防注射の時期について（その₂）

　　　都 道 府 県
各　　保健所設置市　動物由来感染症対策担当課、狂犬病予防業務担当課 御中
　　　特 別 区
 
　狂犬病予防法（昭和25年法律第247号。以下「法」という。）に基づく狂犬病の予防注射については、
新型コロナウイルス感染症に係る感染拡大状況等を踏まえ、令和₂年₄月₇日に緊急事態宣言が行われ
たことから、令和₂年₄月₈日付事務連絡「狂犬病予防法に基づく狂犬病の予防注射の時期について」
で当該予防注射の時期については、本年₇月以降に受けることも差し支えないこととする方向で検討を
進めていることを御連絡したところです。
　その後、新型コロナウイルス感染症に係る感染拡大に伴い、令和₂年₄月16日に対象地域が全都道府
県に拡大され、令和₂年₅月₄日、緊急事態宣言が₅月31日まで延長されることが決定されました。
　こうした状況を踏まえ、狂犬病予防法に基づく狂犬病の予防注射の時期について、本年₇月以降に受
けることも差し支えないよう当省で必要な法的措置を行うこととしておりますので、事前にご連絡しま
す。
　都道府県等におかれましては、各地域での新型コロナウイルスの感染者の発生状況等を踏まえ、当該
予防注射の実施時期に基づき犬の所有者が外出する機会が増えることのないよう柔軟に検討いただきま
すよう、管内の市区町村を含む関係者に周知方よろしくお願いします。

� 厚生労働省健康局結核感染症課
� 動物由来感染症指導係
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令和₂年₅月11日
獣医師会事務局　各位

　平素から大変お世話になっております。

　今後のアジア獣医師会連合（FAVA）関連会議の開催につきまして、以下のとおり決定いたしまし
たので、お知らせします。

【今後のアジア獣医師会連合（FAVA）関連会議の開催】
・2020年10月にマレーシアのサラワクで開催予定の第42回代表者
　会議は、2020年10月13日（火）ウェブ会議で開催（場所を入れ替え）。
・2020年10月にマレーシアのサラワクで開催予定の第21回FAVA大会は、2021年に開催を延期。
・2021年、第21回FAVA大会及び第43回代表者会議をマレーシアで開催。
・2022年11月、日本の福岡で開催予定の第22回FAVA大会及び第44回代表者会議は、予定どおり開催。

� 公益社団法人　日本獣医師会事務局

広告



11

新型コロナウイルス感染症緊急経済対策における
税制上の措置等に係る周知について

　令和２年５月１日、日本獣医師会事務局から以下の情報提供及び会員への周知依頼がありました。

　農林水産省消費・安全局畜水産安全管理課から情報提供がございました。
　つきましては、貴会会員に周知方よろしくお願いいたします。

　日本獣医師会　境専務理事　様

　令和２年４月30日に「新型コロナウイルス感染症等の影響に対応するための国税関係法律の臨時特例
に関する法律」（令和２年法律第25号）及び「地方税法等の一部を改正する法律」（令和２年法律第26号）
が成立、同日施行され、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策における税制上の措置等（※）を講ず
ることとなりました。
　これに関連して、国税庁、総務省、厚生労働省が以下のWebサイトを開設いたしました。
　貴会及地方会等のホームページへの掲載などにより広く周知広報いただくようお願いいたします。
●国税に関する措置
　（国税庁Webサイト）
https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/kansensho/keizaitaisaku/index.htm
トップページ　＞　新型コロナウイルス感染症に関する対応等について　＞　新型コロナウイルス感染
症緊急経済対策における税制上の措置
●地方税に関する措置
　（総務省Webサイト）
https://www.soumu.go.jp/menu_kyotsuu/important/kinkyu02_000399.html
トップページ　＞　新型コロナウイルス感染症対策関連　＞　地方行財政　＞　地方税制
●社会保険料に関する措置
　（厚生労働省Webサイト）https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_10925.html
トップページ　＞　社会保険料の納付等について
※新型コロナウイルス感染症緊急経済対策における税制上の措置等の一覧
（国税関係）
・納税の猶予制度の特例
・欠損金の繰戻しによる還付の特例
・テレワーク等のための中小企業の設備投資税制
・�文化芸術・スポーツイベントを中止等した主催者に対する払戻請求権を放棄した観客等への寄附金控
除の適用
・住宅ローン控除の適用要件の弾力化
・消費税の課税選択の変更に係る特例
・特別貸付けに係る契約書の印紙税の非課税

（地方税関係）
・徴収の猶予制度の特例
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・中小事業者等が所有する償却資産及び事業用家屋に係る固定資産税等の軽減措置
・生産性革命の実現に向けた固定資産税の特例措置の拡充・延長
・自動車税・軽自動車税環境性能割の臨時的軽減の延長
・住宅ローン控除の適用要件の弾力化に係る対応
・耐震改修した住宅に係る不動産取得税の特例措置の適用要件の弾力化
・イベントを中止等した主催者に対する払戻請求権を放棄した者への寄附金控除の適用に係る対応

（社会保険料関係）
・厚生年金保険料等の納付猶予の特例
・労働保険料等の納付猶予の特例

令和₂年₅月₂日
地方獣医師会事務局　御中

　愛玩動物の新型コロナウイルス感染症につきましては、₂月28日及び₃月₉日に本会の見解をホーム
ページにて公表しているところですが、今般の海外におけるネコ科の動物での感染例の報告等を受け、
あらためて以下のとおり₅月₁日付け本会の見解を公表いたしましたのでお知らせいたします。
https://seo.lin.gr.jp/nichiju/suf/topics/2020/20200502_01.pdf

愛玩動物と新型コロナウイルス感染症について

　₂月下旬から₃月上旬、香港において新型コロナウイルス感染者の飼育犬からPCR弱陽性反応が出た
事例、さらに感染が疑われる事例が発表されました。
　この発表を受けて日本獣医師会は、「①感染サイクルの主体は人ですが、感染した人と濃厚接触のあっ
た愛玩動物への感染の可能性は否定できないこと、②飼い主がしっかりした感染防御の対応をとること
が、ご自身の愛玩動物を感染から守るためにも、最も重要だと考えること」とする見解を発表しました。

　その後、動物の新型コロナウイルス感染については、次のような報告がなされています。
〇�　ニューヨークやインドの動物園でのネコ科動物への感染や、ベルギーやアメリカでの猫への感染が
報告されています。しかし、これまで愛玩動物から人に感染したという事例は報告されておらず、ベ
ルギー当局も「愛玩動物から人に感染する危険性はない。」としています。
〇�　中国やドイツにおける感染実験では、豚や鶏は非感受性であり、犬も殆ど感受性がないとしていま
す。しかし、猫とフェレットは感受性が高く、猫は呼吸器症状を示さず消化器症状を示して、猫から
猫への感染が見られると報告されています。

　このような知見にかんがみ、日本獣医師会としては改めて以下のような対応を推奨いたします。 
①�　感染した人と濃厚接触のあった愛玩動物が感染する可能性は否定できないことから、ご自身の愛玩
動物を感染から守るためにも、飼い主がしっかりした感染防御の対応をとることが最も重要です。
②�　人から猫、猫から猫への感染の可能性が考えられることから、①のほか、猫は外に放さず室内で飼
育することが適正飼養の観点からも望まれます。
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③�　新型コロナウイルス陽性となった飼い主と接触のあった動物に臨床症状が認められた場合は、事前
にかかりつけの獣医師と電話相談のうえ、獣医師の指示に従い動物病院で診察を受けてください。
④�　診察の際、獣医師は個人用防護具（マスク、ゴーグル、防護衣等）の使用を徹底し、十分に感染防
御策をとって診察を行ってください。
⑤�　診察の結果によって検査の必要があると思われるときには、獣医師から国立感染症研究所獣医科学
部に検査の必要性を問い合わせてください。

令和₂年₅月₁日� 公益社団法人　日本獣医師会

令和₂年₅月₇日
地方獣医師会事務局　御中

　農林水産省消費・安全局畜水産安全管理課より情報提供がございましたのでお送りいたします。
　つきましては、貴会会員に周知方よろしくお願いいたします。

【周知依頼】新型コロナウイルス感染症対策に関する基本的対処方針（₅月₄日変更）等について

日本獣医師会　境専務理事　様

　₅月₄日（月）、新型コロナウイルス感染症対策専門家会議において「新型コロナウイルス感染症対
策の状況分析・提言」（別添₁参照。以下単に「提言」という。）が示されたところです。
　提言においては、「長丁場に備え、感染拡大を予防する新しい生活様式に移行していく必要がある」
とされ、「「新しい生活様式」の実践例」が示されました。
　また、同日、新型コロナウイルス感染症対策本部において「新型コロナウイルス感染症対策の基本的
対処方針」（別添₂参照。以下単に「対処方針」という。）が変更され、「事業者及び関係団体は・・・
業種や施設の種別ごとにガイドラインを作成するなど、自主的な感染防止のための取組を進める」とさ
れているところです。
　貴会におかれましては、提言及び対処方針の内容について御承知いただき、引き続き、感染拡大の防
止に御協力くださいますようお願いいたします。
　つきましては、この新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針の内容につきまして、地方獣医
師会の皆様にもご周知いただきますようお願いします。
　お手数おかけしますが、よろしくお願いいたします。

別添₁：「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」（2020年₅月₄日）
　（　https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000627553.pdf　）
別添₂：新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針（令和₂年₅月₄日変更）
　（　https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000627560.pdf　）

� 農林水産省消費・安全局畜水産安全管理課
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� 令和２年５月13日

地方獣医師会事務局　御中

　環境省動物愛護管理室より情報提供がございましたのでお送りいたします。

　令和２年５月12日付けで、「ペットを飼っている皆さまへ　-新型コロナウイルスへの対応-」の普及
啓発用チラシが公開されたとともに、ペット関連の新型コロナウイルスに関連する環境省ホームページ
が更新された旨の周知依頼です。

新型コロナウイルス関連情報（ペットを飼っているみなさま、ペット関連事業者のみなさまへ）
https://www.env.go.jp/nature/dobutsu/aigo/1_law/coronavirus.html

　つきましては、貴会会員に周知方よろしくお願いいたします。
� 公益社団法人日本獣医師会
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雇労第64－₂号
令和₂年₅月13日

（公社）埼玉県獣医師会
会長　髙橋　三男　様

埼玉県知事　大野　元裕（公印省略）

新型コロナウイルス感染症対策に関する彩の国「新しい生活様式」
安心宣言の作成について（依頼）

　埼玉県の新型コロナウイルス感染症拡大防止対策の実施につきましては、県民の皆様、そして、事業
者の皆様に御理解と御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　さて、₅月₇日に緊急事態措置の延長を決定したところですが、今後の措置の解除に向けて、政府の
基本的対処方針において、全ての住民、事業者に感染拡大を予防する「新しい生活様式」を定着する必
要があることが示されています。特に、事業者については、業種や施設の種別ごとにガイドラインを作
成し、自主的な感染防止のための取組を進めることとされています。
　県といたしましては、業種別に団体等のガイドラインを「彩の国『新しい生活様式』安心宣言」（以
下「安心宣言」という。）として自主的に作成していただき、その宣言に基づく対策を講じていただく
とともに、業種別宣言を求められている施設・事業については、行政、経済団体・情報関連団体、労働
団体、医療団体等で構成される「彩の国『新しい生活様式』評議会（仮称）」が業種別の団体等の安心
宣言を確認する仕組みを創設することとしました。
　これによって、感染拡大の防止と社会経済活動の両立が図られるとともに、県民の皆様が安心して生
活できるようになると考えています（別添₁参照）。
　つきましては、下記のとおり、安心宣言の作成と宣言に基づく対策の実施をお願いいたします。

記
₁　安心宣言の作成分類等について
　�　安心宣言の作成については、現在の自粛要請の状況等に応じて次のように分類してあります（詳し
くは別添₂参照）。それぞれの分類に応じて、安心宣言を作成してください。
　　また、作成に当たっては「安心宣言作成上の留意事項」（別添₃）を御確認ください。
　　⑴　区分Ａ：業種別宣言を求められていない施設・事業
　　　　　　　　・感染リスクの低く、事業の継続を要請されている施設・事業
　　　　　　　　・感染リスクが低く、自粛を要請されていない施設・事業
　　　　　　　　・感染リスクのやや高い施設のうち、事業継続を要請し、飲食サービスを伴わないもの

　　　�　「安心宣言作成に向けた基本的な方針」（別添₄－₁）及び「彩の国『新しい生活様式』安心宣
言」（別添₄－₂）を踏まえ、安心宣言を作成してください。

　　⑵　区分Ｂ：業種別宣言を求められている施設・事業
　　　　　　　　・‌�感染リスクのやや高い施設のうち、事業継続を要請し、飲食サービスを伴うもの（そ

の場で飲食を提供する場合を含む）
　　　　　　　　・感染リスクのやや高い施設のうち、事業継続・自粛を要請していないもの
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　　　　区分Ｃ：業種別宣言を求められている施設・事業
　　　　　　　・現在自粛調整中の11条規制対象施設・事業のうち、クラスター等が発生していないもの

　　　　�　「安心宣言作成に向けた基本的な策定方針」（別添₄－₁）及び「業種別彩の国「新しい生活
様式」安心宣言作成に向けた留意事項」（別添₄－₃）を踏まえて安心宣言を作成し、「彩の国
『新しい生活様式』評議会（仮称）」に提出するようにしてください。同評議会において内容を
確認し、認定証を交付します。

　　⑶　区分Ｄ：国により特に留意すべきとされた施設・事業
　　　　　　　　当面、安心宣言の作成対象とはなりません。

　　　�　なお、区分Ａ～Ｄのリスクの高低に応じ、緊急事態宣言の有無にかかわらず自粛要請について
は₅月末の県内の医療及び陽性者の状況等に基づき判断します。

₂　提出期間（区分Ｂ及びＣの施設・事業）
　　令和₂年₅月₁₈日（月）から₅月₂₂日（金）まで

₃　提出先
　　彩の国「新しい生活様式」安心宣言受付窓口
　　電子メールアドレス：a3900-06@pref.saitama.lg.jp

　電子メール本文に団体名、代表者名、担当者名、連絡先（電話番号、電子メールアドレス）を記載し、
作成した安心宣言を添付ファイルにしてお送りください。
　メールの件名は【団体名・彩の国「新しい生活様式」安心宣言】としてください。

₄　問合せ先
　　埼玉県緊急事態措置相談センター
　　電話番号：₀₄₈－₈₃₀－₈₁₄₁
　　受付時間：₉：00～18：00

〈参考資料〉
₁「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」抜粋
　　（令和₂年₃月28日（令和₂年₅月₄日変更））
₂「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」抜粋（2020年₅月₄日）
₃「緊急事態措置の維持及び緩和等に関して」抜粋（令和₂年₅月₄日）



17公益社団法人埼玉県獣医師会の安全宣言を以下のとおり作成しました。
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年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生
４月
₅月

₆月19日（金） 
～21日（日）

第100回日本獣医麻酔外科学会/第112回日本獣医循環器学会/第67回日本獣医画像診断学会 
2020春季合同学会　（さいたま市　大宮ソニックシティ）→中止

₇月23日
（木・祝）

東支部 
「乳腺腫瘍」 
日本小動物医療センター　小林　哲也　先生 
病理組織検査ノースラボ　賀川　由美子　先生 

（越谷市　越谷サンシティ）→中止
₈月

₉月₆日（日） 令和₂年度　関東・東京合同地区獣医師大会（栃木）獣医学術関東・東京合同地区学会�
（宇都宮市　栃木県総合文化センター）→1年延期

10月18日（日）

東支部 
「整形外科（未定）」 
東京大学付属動物医療センター　本阿彌　宗紀　先生 

（越谷市　越谷サンシティ）
11月

12月₆日（日）

東支部 
「画像診断（未定）」 
日本小動物医療センター　戸島　篤史　先生 

（越谷市　越谷サンシティ）

令和₃年 
₁月17日（日）

南支部 
「演題　未定」 
日本小動物医療センター　小林　哲也　先生 

（場所　未定）

₁月
農林支部 
令和₂年度埼玉県家畜保健衛
生業績発表会

₂月11日
（木・祝）

北支部 
「画像診断（未定）」 
日本小動物医療センター　戸島　篤史　先生 

（場所　未定）

₂月
衛生支部 
健康福祉研究発表会 
食肉衛生技術研修会

１月22日（金） 
～24日（日）

令和₂年度  日本獣医師会獣医学術学会年次大会（兵庫） 
（神戸国際会議場・展示場）→中止

₃月

令和₂年度埼玉県獣医師会学術広報版
（令和₂年₅月２０日現在）
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₅月17日　南支部総会　→　開催中止・書面協議
₅月19日　西支部総会　→　開催中止・書面協議
₅月19日　埼玉県畜産会第1回役員会（熊谷市　

ホテルガーデンパレス）→　開催中止・
書面協議

₅月21日　東支部総会　→　開催中止・書面協議
₅月27日　北支部総会（深谷市　埼玉グランドホ

テル深谷）　→　開催中止・書面協議
₅月31日　さいたま市支部総会　→　開催中止・

書面協議
₆月₄日　第72回定時総会（さいたま市　清水園）

→　規模縮小して開催
₆月₅日　埼玉県畜産会通常総会（熊谷市　ホテ

ルヘリテイジ）→　規模縮小して開催
₆月11日　埼玉県農業共済組合第4回通常総代会

（吉見町　吉見町民会館）→　規模縮
小して開催

₆月19日　第41回関東しゃくなげ会研修会（東京
都　上野精養軒）→　開催中止

₆月19日～21日　2020春季合同学会（さいたま市
大宮ソニックシティ）→　開催中止

₆月23日　日本獣医師会第77回通常総会（東京都　
明治記念館）

₆月24日　埼玉県狂犬病予防協会役員会（さいた
ま市　知事公館）

₇月10日　日本獣医師会事務・事業推進会議（東
京都　TKPガーデンシティPREMIUM
田町）

₇月16日　埼玉県狂犬病予防協会総会（さいたま
市　さいたま商工会議所会館）

₇月23日　東支部学術講習会（越谷市　越谷サン
シティ）→　開催中止

₉月₆日　関東・東京合同地区獣医師大会（栃木）
（栃木県栃木市　栃木総合文化セン
ター）→　₁年延期

10月18日　東支部学術講習会（越谷市　越谷サン
シティ）

12月₆日　東支部学術講習会（越谷市　越谷サン
シティ）

令和₃年
₁月17日　南支部学術講習会（場所未定）
₁月22日～24日　令和₂年度日本獣医師会獣医学

術学会年次大会（神戸市　神戸国際会
議場・展示場）→　開催中止

₂月11日　北支部学術講習会（場所未定）

事　務　局　メ　モ
ホームページ会員専用ページ　入室は　URL  http://www.saitama-vma.org/

ID：SVMA（半角・大文字）　パスワード：MITSUO（半角・大文字）
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編　集　後　記
　100年に一度という感染症が世界中を巻き込
んでいる。その影響で県獣医師会も全ての会合
を書面協議としているが、狂犬病集合注射まで
殆どの班でやむなく中止や途中での中止をせざ
るを得なくなった。感染すると死に直面する可
能性のあるCOVID-19だ。戦後生まれだが「緊
急事態宣言」などと言う言葉はまるで戦時中の
ことのようだ。
　第667号の編集後記に世界大恐慌になるので
は？と書いたが、まさに世界はその真っただ中
だ、専門家は第２波、３波がやって来る言って
いる、納得だ！
　これだけ医学が発達していてもどれだけの人
の命奪われてしまうのだろうか。命と経済では
どちらが大切なのか。平時は経済だろうが、今
は違う、感染すると元気な人でも命を落とす。
　福田赳夫元総理大臣には「人の命は地球より
重い」との名言があるが、今の国会議員はそう
思っているのだろうか。本人や家族が感染した
ら少しは対応が変わるのであろうか。はたから
見ていると緊張感が見えてこない。
　トランプ大統領が少し前に経済第一と言って
いたが、副大統領や側近が感染し、米国は感染
者や死者が激増して暢気に構えていられなく
なって、以前から続けていた中国バッシングに
拍車がかかりWHOまで巻き込んで責めてい
る。日本も米国も経済に気を取られて一手遅れ
た、医療関係者が傍に居るはずなのに、なぜ学
校を休校にした時に緊急事態の発動をしなかっ
たか？亡くなられる方も感染者の拡大も少なく
なり、環境は変わっていたはずである。ドイツ
のメルケル首相は賢明だった、３月中旬から
ロックダウンを行い、現在は国技のブンデス
リーガーが無観客ではあるが開催されている。
　まだ有効な対応策がない中で、比較をするこ
とは少々おこがましいが、獣医師としては、ウ
イルスによる感染症の一つとして考えると国内
の豚コレラ発生と同じように、経済を優先した
ことが原因ではなかったろうか？
　世界の専門家が必死に研究をしているお陰
で、少しずつこのウイルスの正体が暴かれつつ
あるようだが、我々は常にマスクをし、三密、

SocialDistance、 StayHomeを守って、感染拡大
を防ぎながら、研究者の努力によって一日でも
早く治療薬とワクチンが出来てくるのを待ちま
しょう。
　今年の４月は、いざ狂注スタート！と誰もが
準備万端整ったところ、開始当日から、あるい
は、開始数日後に中止となった班や、役所との
関係上感染防止対策を講じて続けた班など、そ
れぞれの班に大変なご苦労をお掛けしました。
現在、集合注射の実施頭数は事務局によると1
割強だそうです。病院注射の進捗状況にもより
ますが、万が一に備えて接種率を上げるために
何らかの対応が必要になるかもしれません。
　集合注射が中止になったとは言え、我々獣医
師の動物病院は有難いことに、「生活必需サー
ビスとして、感染に十分注意を払って動物の診
療を…」との事で仕事が出来るのだから、営業
の自粛を要請されている業種に比べて恵まれて
いる事を忘れてはいけない。
　世の中は無給、倒産、家賃の滞納、閉店、瀕
死の状態のお店や企業、はたまたDV、離婚等
など上げたらきりがないほどの悲しい報道ばか
りである。COVID-19を恨んでも恨み切れない
状況の中、今後はどんな生活が待っているのだ
ろうか？
　昨年は産業動物を診療する先生方や家保、保
健所に勤務する先生方は豚コレラ発生で出動し
ましたが、今回はCOVID-19発生の対応で保健
所に勤務する会員の先生方は全員がてんてこ舞
いの忙しさであろうと想像します。本当にご苦
労様です。
　こう見ると、我々獣医師は様々な役職で大変
重要な仕事を背負っており、派手ではないが社
会に誇れる仕事であると改めて認識し、一日も
早く終息に向かう事を祈ります。
　先月の会報の巻頭の高橋会長の挨拶にある様
に、本年度の（公社）埼玉県獣医師会の定時総
会はCOVID-19拡大防止のため、役員など最小
限の出席者のみの総会になります。会員の皆さ
んには申し訳ありませんが、委任状の提出にご
理解とご協力をお願い申し上げます。
� （不動）



わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章



第　679　号
（定時総会再通知）
令和₂年₅月２０日編集

発　　　行　　　所
埼 玉 県 獣 医 師 会

　　　　〒３３０－０８３５　さいたま市大宮区北袋町１－３４０
　　　　　（埼玉県農業共済会館内）
　　　　　電　話　０４８（６４５） １ ９ ０ ６
　　　　　ＦＡＸ　０４８（６４８） １ ８ ６ ５
　　　　　E-mail :  s-vma@vesta.ocn.ne. jp
　　　　　URL : http://www.saitama-vma.org/
　　　　　振替口座　００１１０－９－１９５９５４番

発行責任者　髙　橋　三　男
編集責任者　大　橋　邦　啓
印　刷　所　㈱アサヒコミュニケーションズ

公 益
社団法人

記 事 の 内 容

定時総会再通知
公益社団法人埼玉県獣医師会第72回定時総会
並びに埼玉県獣医師連盟総会開催………１
　（新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
規模を縮小して開催しますのでご協力をお
願いします。前号（第678号）に同封した
委任状を未提出の方は至急投函をお願いし
ます。）

令和₂年度関東・東京合同地区獣医師大会（栃
木）、獣医学術関東・東京地区学会の₁年
延期について………………………………２
令和₂年度日本獣医師会獣医学術学会年次大
会及び獣医学術地区学会・地区獣医師大会
の開催中止について………………………２

会務報告
監査……………………………………………３
第１回獣医事調査委員会……………………３
第１回総務委員会……………………………３
第１回理事会…………………………………３

新入会員報告
新入会員紹介…………………………………４

お知らせ
埼玉県農林部畜産安全課長からのお知らせ
　………………………………………………５
日本獣医師会からのお知らせ………………８
新型コロナウイルス関連のお知らせ………11

埼玉県獣医師会学術広報版… …………18

事務局より
事務局メモ……………………………………19

編集後記………………………………………20


